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1．はじめに
　現代は，運動不足，ストレスなど社会生活にお
いて非健康的要因が増大してきている1）。高齢化
社会を迎える現在，健康についての関心は今日的
な課題といえる。自ら心身の健康を管理していく
態度を身に付け為ことは，学校教育においても重
要な問題である2）。
　大学体育には，学生が健康な生活を送るための
身体運動の重要性の認識やその実践，運動文化の
伝承，生涯スポーツへの契機などの教育的機能が
認められていることは承知の通りである3）4）。その
機能とは，学生が保健体育科目を通じて，スポー
ツや身体運動の楽しさ，喜びを体験し，将来の社
会生活に必要な基礎的能力を習得することである
といえる5）6｝7）。
　また，スポーッ参加には，仲間（クラブ），指導
者などの重要な他者の存在，余暇，施設等の社会
的条件と正の関係があるといえ，過去のスポーツ
クラブ所属経験の重要性を指摘する報告も多くあ
り8⊃9）：°）11）12｝，体育授業の経験についても，その愛好
度を高めることや喜びの体験は，生涯スポーッへ
結びつく重要な要素である13）。つまり，スポーツ実
施を規定するこれらの要因は，生涯を通じてス
ポLッに親しむことのできる態度の育成のために
重要な意味をもつものといえよう。・
　これまで筆者らは，学生のスポーツ参与行動に
ついて，主にスポーッに関する価値意識過去の
体育授業経験，及び二次的スポーッ参与経験など
の要因を独立変数として検討を試みてき
た14）15｝16）17｝。しかし，これらはクラブ活動やレ
ジャー活動への社会化をめぐる議論が中心であ
り，学生が学校体育に対してどのような関わりを
もとうとするのかを究明するものではなかった。
とりわけ，体育授業は日常生活における運動・ス
ポーッ実施を促すことができる重要な機会とい
え，スポーツの生活化に大きく寄与するものであ
る。
　そこで本研究の目的は，体育実技履修希望者と
履修拒否者が体育授業やスポーツに対してどのよ
うな意識・態度を有しているかを明らかにするこ
とを相対的な目的としている。具体的には，スポー
ツに関する価値意識，過去の体育授業経験，及び
地域のスポーツプPグラムへの参加希望に焦点を
当て，体育授業やスボーッが学生にとってどのよ
うな価値を持ち，受け入れられ，かかわっている
かを究明していくことである。
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2．研究の方法
　本研究の目的に合致する調査票を作成し，質問
紙法による調査を1997年4月に行った。調査対象
者は本学に在籍する新入生372人で，授業時間（年
度初めのガイダソス：出席者280人，欠席者92人）
を利用し，調査者が説明をしながら実施した。調
査の内容は，体育実技履修希望，希望・拒否理由，
スポーツに関する価値意識，過去の体育授業の印
象，過去及び現在のスポーッ参与の状況等につい
てであった。有効回収数は278，有効回収率は
74．7％であった。
3－1．体育実技履修希望状況，および履修理由
　図1は，調査対象者の体育実技履修希望状況の
割合を示したものである。図2は，履修希望者の
希望理由（上位3つ以内の複数回答）の割合を示
したものであり，図3は，非履修希望者の拒否理
由（上位3つ以内の複数回答）の割合を示したも
のである。
　有効回収数からみた履修希望人数（率）は177人
（63．7％），履修拒否人数（率）は59人（21．2％），
不明人数（率）が42人（15．1％）であったb履修
希望理由として20％以上を示した項目は，「運動不
足解消」65．0％，「楽しみ・気晴らし」49．7％，「必
修」35．0％，「専門との関連」21．5％，「友人・仲
間との交流」20．9％であった。主に運動不足解消
と楽しみや気晴らしといった，健康維持・増進と
ストレス発散を希望理由としている。
　履修拒否理由として20％以上を示した項目は，
「体育の授業に興味無し」51．9％，「非必修」
46．2％，「運動・スポーッ嫌い」44．2％，「時間が
欲しい」30．8％，「疲れる」23．1％，「難単位」21．2％
であった。履修拒否者は，過去の体育授業内での
運動・スポーッ経験によって，運動能力の未発達
さの認識やスポーッ実施中での集団内における個
人の自覚によって，．他人と同じように運動をする
ことが苦痛に感じていると思われる。また，他の
関心事への時間欲や非必修による授業からの開放
と離脱が考えられよう。
　以下では，体育実技履修希望をめぐるそれぞれ
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の学生の諸特性を検討するため，スポーツに関す
る価値意識，過去の体育授業経験，スボーッ参与
の側面から比較を試みる。
3－2．学生のスポーツに関する価値
　表1は，スポーツに関する価値意識について操
作的に12項目で表し，それぞれの価値項目に対し
て「非常に認める」を5，「やや認める」を4，「ど
ちらともいえない」を3，「あまり認めない」を2，
「認めない」を1とした，5段階評定により回答
を求め，体育実技履修希望の有無により比較した
ものである。なお，体育実技履修希望に対して「わ
からない」と回答したものは分析の対象から除外
し，「履修する」及び「履修しない」に回答した236
人について分析を行った。
　12の価値項目のうち「体力つくり」「精神力」「人
間性」「社会性」「楽しさ」「勝利」の6項目におい
て，履修希望群が履修拒否群よりも価値を認めて
いる割合が有意に高かった。5段階評定における
履修希望群の平均得点は，「健康（4．79）」「体力つ
くり（4．62）」「楽しさ（4．53）」が高く，「成績・
記録（3．01）」「リーダーシヅブ（3．04）」「カッコ
よさ（3．07）」が低かった。また，履修拒否群の平
均得点は，「健康（4．63）」「体力つくり（4．34）」
「楽しさ（4．05）」が高く，「リーダーシップ（2．64）」
「カッコよさ（2．76）」「成績・記録（2．80）」が低
かった。全体の平均得点は，「健康（4．74）」「体力
つくり（4．54）」が高く，「リーダーシップ（2．94）」
　「成績（2．95）」が低かった。
　体育実技を選択する場合は，スポーツへの価値
表1スポーツに関する価値意識
項　目 グループ Measure（％） Chi・square
1 2　　3 4　　　5
体力つくり
健康
精神力
人間性
社会性
技術の向上
楽しさ
記録・成績
大会出場
かっこ良さ
リーダーシヅプ
勝利
希望群
拒否群
希望群
拒否群
希望群
拒否群
希望群
拒否群
希望群
拒否群
希望群
拒否群
希望群
拒否群
希望群
拒否群
希望群
拒否群
希望群
拒否群
希望群
拒否群
希望群
拒否群
0．0　　0．6　　3．4
0．0　　5。1　　3．4
0．0　　0．0　　1．7
0．0　　0．0　　1．7
0．0　　　1．1　　14．7
0．0　　5．1　22．0
0．6　　2．3　35．0
5．1　　6．8　49．2
塾0．0　　4●5　36．7
3．4　　15．3　30．5
0．0　　　4．0　　16．9
1．7　　　8。5　　16．9
0．0　　1．1　　6．8
1．7　　3．4　18．6
5．1　22．0　43．5
16．9　　15．3　　40●7
5．1　18．6　　40．1
16．9　　18．6　37．3
5．6　22．0　37．9
16．9　　11．9　　50．8
5．6　　16．9　　49．7
15．3　　22．0　　49．2
　3．4　　　6．8　　39．0
18．6　　6．8　49．2
29．9　　66．1　×2＝12．625
44．1　47．5　p＜0．05
18．1　　80．2　　X～＝：7●179
33．9　64．4　n．s．
31．1　　53．1　　×2：＝17．127
37．3　35．6　p＜0．05
33．3　　28．8　　×2＝15．926
2 ．0　16．9　pく0．05
3 ．9　20．9　×2＝24．874
32．2　18．6　pく0．01
43．5　35．6　×2＝9．451
45．8　　27．1　　1r1．　s．
30．5　　61．6　　×2：＝18．526
40．7　35．6　p＜0．05
25．4　　4．O　X2＝10．013
25．4　　　1．7　　n．s．
29．4　　6．8　×2＝14．079
20．3　　6．8　n．s、
28．2　　6．2　×2：＝14．671
18．6　　　1．7　　n．s．
23．2　　4．5　×2＝10．952
10。2　　　3．4　　n．s．
35．0　　15．8　　×2＝＝31．266
25．4　　0．O　pくO．OOI
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意識が深く関っていると考えられる。すなわち，
これらの6項目で有意な差が生ずるということ
は，スポーツへの価値意識の高さが，授業への目
的意識の明確さを生み，履修を促す直接的な動機
となるということである。
　スポーッの価値認識は，過去の豊かなスポーツ
活動，体育授業からの直接経験として得られる場
合が多い。体育実技への履修希望は，過去のスポー
ツ参与経験による価値意識の形成により実現する
ものといえる。スポーッの価値意識については，
スポーッに関する肯定的な価値意識の形成はもと
より，否定的な形成に関しても，スポーッ実施を
妨げる要因として注目すぺき点といえる。
　就学期においては，スポーッ意識の形成に及ぼ
す教育者・指導者の影響は大きい。特に，体育授
業や部活動の場においては，彼女らがスポーツの
特性に十分親しむことのできるような配慮が必要
といえる。このように，体育実技の履修を希望す
る際には，スポーッに関する肯定的な価値認識を
伴うことが確認された。
3－3．学生の過去の体育授業に関する意識
　表2は，小学校，中学校，高等学校のそれぞれ
の時期における，体育授業の好き嫌いについて，
体育実技履修希望の有無により比較したものであ
る。
　それぞれの時期における体育授業の好きだった
者の割合は，小学校期，履修希望群66．1％，履修
拒否群44．1％，中学校期，履修希望群67．6％，履
修拒否群20．3％，高等学校期，履修希望群78．0％，
表2　就学期における体育授業
項　目　　グループ　体育授業（％）　Chi・square
履修拒否群30．5％であった。履修希望群は，いず
れの時期においても体育授業に対して好意的な態
度を示していることがわかる。特に，高等学校期
においては78．0％と高率であった。
　結果のとおり，過去の体育授業経験と大学にお
いての体育実技履修希望との間には関連性が認め
られる。就学期における体育授業は，学習者のス
ポーッ欲求（関心・意欲）を換気させることに重
点が置かれるが，大学での体育実技の履修を自発
的に実現するには，過去の体育授業の役割は極め
て大きい。
　また，履修拒否群は，体育授業に対する好意的
な態度が小学校期から過半数を割っていることは
特筆すぺき点である。就学期での体育授業では，
「嫌い」というマイナス要因を抱いたまま授業参
加していた者が，大学において選択となった体育
授業から履修回避に向かったことを示唆するもの
である。これらの「体育が嫌い」という意識の形
成は，今後の健康維持に必要な運動やスポーッ実
施の機会を，奪いかねない危険性を持っている。
　体育授業は日常生活における運動・スポーツ実
施を促すことができる重要な機会であると指摘し
たが，それらを効果的に実現させるためには，学
習者個々の特性に応じた学習の場が求められよ
う。そのため，学内に限らず，学外においても実
施でき，習慣性を持つことのできる運動種目が望
まれる。それには，スポーツ種目に限らず，レク
リエーション，フィットネスエクササイズ等の選
択肢の多様化を模索する必要性がある。本研究結
果にもみられるような，体育授業に対する好き嫌
いの格差を生み出す要因については，今後さらな
る検討が必要である。
好き　嫌い
小学校
中学校
高等学校
希望群
拒否群
希望群
拒否群
希望群
拒否群
66．1
44．1
67．6
20．3
78．0
30．5
33．9
55．9
32．4
79．7
22．0
69．5
X2＝ニ9．133
p＜0．05
×2＝40．355
p＜0．001
×2＝48．147
pく0．001
3－4．学生のスポーツ参与状況
　これまでの議論により，体育実技履修希望の有
無は，運動・スボーッに対する肯定的な価値意識
によるものと推察された。ここでは，体育実技履
修希望者のスポーッに対する態度について，他の
活動への参与行動との関りから検討を試みる。
　表3は，最近の運動・スポー・ntツ実施状況を，体
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育実技履修希望の有無により比較したものであ
る。また，図4は，非実施理由についてである。
運動・スポーツ実施状況は，履修希望群23．2％，
履修拒否群13．6％であった。運動・スボーッ非実
施者の履修希望の有無を問わず，殆どが「多忙」
を理由として挙げていた。受験を終えたばかりと
いうこともあり，最近の運動・スポーッ実施にお
ける，体育実技履修希望の有無は無関係と思われ
る。
　表4は，今後の大学内外におけるスポーックラ
ブ加入希望を，体育実技履修希望の有無により比
較したものである。スボーックラブ加入希望にお
いては，履修希望群41．8％，履修拒否群5．1％で
あった。履修希望群は大学内外でのスポーツクラ
ブ活動に対しても関心が高いことが伺える。ただ，
この関心の高さを受け入れるスポーックラブ及び
スボーッ施設の充実が大学内の問題として残る。
　表5は，地域で催されるスポーッ教室等への参
加希望について，体育実技履修希望の有無により
比較したものである。地域におけるスポーッ教室
等への参加希望は，履修希望群52．3％，履修拒否
群18．6％であった。履修希望群は地域におけるス
表3　最近の運動・スポーツ実施状況
グループ　運動・スポーッ実施（％）　Chi・square
ポーッ教室等への関心も高いことが伺える。
　これら最近の運動・スポーッ実施状況と今後の
スポーツ参与状況の結果から，履修希望群は，最
近でこそ「多忙」を理由にスポーッ実施を行って
いなかったが，大学内外のスポーックラブ活動は
もとより，地域のスポーッ教室においても関心が
高いと推察できた。自らの健康維持・増進，体力
つくりやスポーッ欲求を満足させるためには，大
学の授業だけでなく，幅広くスポーッと関わって
いこうとする姿勢が伺える。こうしたスポーツに
対する積極的な行動様式は，先に議論されたス
ポーッに対する肯定的な価値意識の結果と考えら
れ，いわゆる，内発的動機づけによるスポーッ実
施のあらわれといってよいであろう。
　一方，履修拒否群は，大学内外のスポーツクラ
ブ活動はもとより，地域のスボーッ教室において
も関心が低く，先述した履修拒否理由に「運動・
スポーッが嫌い」と44．2％が挙げている現状から
も，自発的かつ継続的な運動・スポーツの実施が
望めない。今後は，健康維持・増進のために必要
不可欠である運動実施の動機づけをどのように教
育してゆくかが課題といえる。
行った　　行わなかった
希望群
拒否群
23．2
13．6
76．8　　　　　×2＝2．481
86．4　　　　　n．s．
4．ま　と　め
　本研究の目的は，体育実技履修希望者と履修拒
否者が体育授業やスポーツに対してどのような意
識・態度を有しているかを明らかにすることを相
表4　スポーツクラブ加入希望状況
忙しい
グルーブ　スポーツクラブ加入（％）　Chi・square
する　しないわからない
からだ弱い
希望群　41．8　24．3
拒否群　　5．1　66ユ
33．9　　　×2＝51．206
28．8　　　p＜0．001
場所・施股
仲聞・指導者 表5　スポーツ教室への参加希望状況
お金無い
その他
グルーブ　　スポーッ教室参加（％）　Chi・square
する しない
0　　　10　　20　　30　　40　　50
図4　蓮動・スポーツ非実施理由
60（％） 希望群
拒否群
???『? 47．7　　　　　×2：＝20．703
81．4　　　p＜0．001
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対的な目的としている。具体的には，体育授業や
スポーッが学生にとってどのような価値を持ち，
受け入れられ，かかわっているかを究明していく
ことである。
　検討の結果，以下のことが明らかになった。
　1）体育実技履修の希望理由としては，運動不
足解消やストレス発散による健康維持・増進を挙
げていた。また，拒否理由としては「体育の授業
に興味無し」を半数の学生が挙げており，体育授
業からの離脱と開放が考えられた。
　2）スポーッに関する価値意識については，大
学で体育実技を履修希望する老の方が，多くの価
値を認識していた。
　3）大学における体育実技の履修を自発的に実
現するためには，就学期での体育授業の役割が極
めて大きいといえる。
　4）履修希望者のスポーッ参与行動は，大学内
外のスポ」ツクラブや地域のスポーッ活動におい
ても関心が高い。この様な姿勢はスポーツに対す
る肯定的な価値認識の結果と考えられる。
　5）履修拒否者は，大学内外のスポーツクラブ
や地域のスポーッ活動においても関心が低い。今
後，運動実施の動機づけをどのように教育してゆ
くかが課題である。
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